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論文内容の要旨
本論文は、将来の高速な情報ネットワークの構築に欠かすことのできない、ディジタル無線/有線多重
化アクセス通信における通信路符号化システムについての研究結果をまとめたものであるo
多重化による干渉を伴った信号受信の際、従来は着目する個々の符号器出力信号に対して受信処理を行
うので、他の干渉信号は雑音として扱われていた。しかし、干渉情報は他の符号器出力に対する有用な情
報を含んでいるため、復号能力を高めた受信を行うには、この干渉情報を有効に利用する必要がある。そ
こで本論文では、複数の符号器からの送信シンボルを決定するセパレート符号化を考え、通信路上で互い
に干渉している情報を有効に活用する反復復調-復号法について以下のように提案と検討を行った。
第 1章では、多量化通信における問題と反復復調-復号に関する研究背景について述べた。
第2章では、セパレート符号化と畳込み符号を用いることによるパルス位置変調方式において、干渉情
報を有効利用する反復復号により送信ノマルス位置をより正確に推定でき、誤り率特性が改善されることを
示した。また、提案した反復復号法により多重化されたシステムを最尤復号したものに近い特性が得られ
ることを明らかにした。
第3章では、多重化直交マルチコードCDMAの直交変調に対してターボ符号を要素符号に持つセパレー
ト符号化を提案し、その誤り率特性の評価を行った。直交変調では、符号化出力の信号点配置の最適化に
よる特性改善を得ることができないため、ターボ符号の誤り訂正能力を十分に発揮できないことが知られ
ていたが、提案したセパレート符号化と反復復号により、直交変調においてもターボ符号によって誤り率
特性が改善できることを明らかにした。
第4章では、時間空間符号化変調にターボ符号を用いたセパレート符号化を提案した。時間空間符号化
は、アンテナダイパーシチによってフェージング通信路における誤り率特性を改善する符号化手法である
が、受信側では送信ダイバーシチによる干渉が生じる。そこで干渉情報を有効利用した反復復調-復号方
式を提案し誤り率特性が改善されることを明らかにした。また、短いパケットを用いる移動体通信に対す
る提案方式の有効性を示した。
第5章では、セパレート符号化と反復復調一復号による誤り率特性の改善効果についてまとめた。
論文審査の結果の要旨
本論文はディジタル無線/有線多重化アクセス通信における通信路符号化システムに関する研究をまと
??
めたものである。複数の符号器出力から送信シンボルを決定する場合、従来方式では送信シンボル間相関
に伴う干渉情報を雑音として扱っていた。本論文では、複数の符号器出力から送信シンボルを決定するセ
パレート符号化を用いて干渉情報を有効利用する繰り返し復調-復号、法を提案し、以下の成果を得ている。
1. セパレート符号化と畳込み符号を用いるパルス位置変調方式に、繰返し復調-復号を適用することに
より干渉情報を有効利用して送信ノマルス位置を高精度に推定し、誤り率特性を改善できること、およ
び最尤復号に近い誤り率が得られることを明らかにしている。
2.多重化直交マルチコードCDMAなどの直交変調に対してターボ符号を要素符号に持つセパレート符
号化を提案し、従来ターボ符号の長所を十分に発揮できない直交変調においても、誤り率特性の改善
が可能であることを明らかにしている。
3.時間空間符号化変調にターボ符号を用いたセパレート符号化を提案し、従来ダイパーシチ受信で問題
となる干渉を受けた受信信号でも良好に検波でき、誤り率特性の改善が可能なことを明らかにしてい
る。
以上のように、本論文は複数の符号器出力から送信シンボルを構成する、セパレート符号化とその繰返
し復調-復号について研究を行い、それによって得られる干渉に対する特性改善、ターボ符号との組み合
わせによる直交変調の誤り率改善、時間空間符号化におけるフェージングの影響の抑止などに関する研究
成果をまとめたもので多くの知見を見いだしており、情報通信工学の発展に寄与するものと考えられる。
したがって本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格を有するものと認める。
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